
 

お知らせ 

平成２8 年 ６月２日  

資資料料提提供供先先      三三次次記記者者ククララブブ  

｢｢水水生生生生物物調調査査（（八八次次水水辺辺のの楽楽校校））｣｣  

をを実実施施ししまますす。。  
  
  

  

  
  

  

  
  

  

  
  

資料提供先  三次市役所 三次記者クラブ 
  
  

  

  
  

      

  
  

  

  
  

  

  
  

問い合わせ先：国土交通省三次河川国道事務所 

   （担当）副所長（河川）   田村
た む ら

 実
みのる

 

   （担当）河川管理課長    内田
う ち だ

 敦
あつ

久
ひさ

 

     TEL：（０８２４）６３－４１２１ 
     FAX：（０８２４）６４－２２４０ 
     URL：http://www.cgr.mlit.go.jp/miyoshi/ 

＜水生生物調査とは？＞ 

水生生物調査は、河川と親しみながら調査をすることで、身近な存在である河

川に対して、河川愛護、水質浄化等の関心を高めてもらうことを目的として実

施しています。 

川底にどのような生物が住んでいるかを調べることで、その地点の比較的長い

期間の水質の状態を簡易的に判定する、住民参加型の調査です。 

当日は水生生物調査の他、試薬を用いた簡易水質試験や透視度を確認し、河川

の水質を総合的な学習を行います。 

記 

・調査日時 平成 28 年 ６月６日・7 日・8 日  14:00～１5：3０ 

        （記者対応は 6 月 7 日のみとさせていただきます。） 

・調査場所 八次水辺の楽校（H27 年度竣工）（別添参照） 

・調査員   三次市立八次小学校 4 年生（約 80 名） 及び保護者  
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三次市立 八次小学校 水生生物調査 

 

日 時>>  ６月６・７・８日  １４：００～１５：３０（午後）《1時間 30 分》 

予備日>>  ６月１３・１４・１５日  １４：００～１５：３０（午後）《1時間 30 分》 

                   

場 所>> 馬洗川 (旧)鳥居橋下流 八次河川敷公園付近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査者>> 八次小学校 ４年生  約９６名 （児童 26 名ずつ） 

（１班あたり４～５名で、６班程度に分かれて実施したいと思います。） 

 

調査内容>> 

①水生生物調査（採取：３０分程度、分類：２０分程度） 

バケツ、網を持ち川底等に生息する水生生物（主に水生昆虫）を採取し、採取した指標生

物の個体数によりその地点の水質を 4階級（きれいな水、ややきれいな水、きたない水、と

てもきたない水）に判定する。 
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②調査結果とりまとめ（ ５分程度） 

調査結果を班別に発表していただくか、時間によっては、感想や質問等に変更します。 

（例） 

「○班の調査では、たくさん採れた生物はカワニナで、江の川の水質は少しきたない水で

した。」等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を踏まえ、良い環境を守っていくのにはどうすればよいのか？ 

みんなにできることは？等、質問形式により、みんなで考える時間とする。 

等、質問形式により、みんなで考える時間とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

◎川底は滑りやすく、ガラス等落ちている可能性があるため、濡れても良い靴を着用してく

ださい。 

（サンダルは脱げて流される可能性があるのでお勧めできません） 

◎野外での活動のため、熱中症等の危険性があります。帽子、お茶等の準備をお願いします。 

◎調査に必要な機材、筆記用具等はこちら（国土交通省）で準備します。 

◎大雨・洪水警報や川の水位が高い場合は調査を中止することがあります。 

（天気予報を確認し、前日の夕方又は当日の早朝に連絡いたします。） 
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◆簡易水質試験（パックテスト）による水質判定（１５分程度） 

児童による調査：ＣＯＤ、ｐＨ、ＮＨ４ 

先生による調査：ＤＯ（ガラス製の試験管を使用するため） 

パックテストにスポイトの要領で河川水を吸い取り、水の色の変化で水質を判定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆透視度（水の透明さ）を計測（１０分程度） 

児童による目視確認（参加者全員で確認） 

（１００ｃｍのガラス管に河川水を注ぎ、ガラス管の真上から、底にある十字線が確認

できる水深を読み取る。） 
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【調査内容】 

１４：００～           現地集合 

１４：００～１４：１５ (１５分) 簡易水質試験（パックテスト） 

１４：１５～１４：２０ ( ５分) 透明度（水の透明さ） 

１４：２０～１４：３０ (１０分) 水生生物調査（事前説明） 

１４：３０～１５：００ (３０分) 水生生物調査（採取） 

１５：００～１５：２０ (２０分) 水生生物調査（分類） 

１５：２０～１５：２５ ( ５分) 調査結果とりまとめ、講評、現地終了 

 

 

※上記スケジュールはあくまでも目安です。 

※終了時間にあわせ、適宜対応いたします。 

※当日は、５名程度お伺いします。 

※時間などに変更があれば連絡をお願いします。 

※当日は調査場所で準備してお待ちしております。（現地集合） 
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